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研究成果の概要（和文）：本研究では多属性意思決定場面において、優れた属性値のセルにハイライトを付与す
る効果を検討した。実験の結果、属性値が2水準の場合に、ハイライトを付与することにより意思決定時間が短
くなり、意思決定支援に繋がる可能性が示された。一方、属性値を3水準に拡張した場合は、ハイライトされた
セルへの注視回数が増加し、意思決定時間が長くなる傾向が見られた。
　以上の結果から、ハイライトの使用が意思決定支援に繋がる可能性がある一方、その効果の限定性も示され
た。個人の意思決定態度が意思決定に与える影響も示され、今後はこれらの要因について考慮した上で、意思決
定支援の方法について検討を行う必要がある。

研究成果の概要（英文）：In this study, we examined the effects of highlighting cells with superior 
attribute values in multi-attribute decision-making situations. The experimental results showed that
 when there were two levels of attribute values, highlighting reduced decision-making time and 
potentially contributed to decision support. On the other hand, when the attribute values were 
expanded to three levels, there was an increase in the number of fixations on the highlighted cells,
 and response time for decision-making became longer.
These results indicate that while the use of highlighting can potentially support decision-making, 
its effects have some limitations. The influence of individual decision-making attitudes on 
decision-making was also demonstrated. In the future, it will be necessary to consider these factors
 when exploring methods for decision support.

研究分野： 消費者行動論
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の目的は、消費者の多属性意思決定プロセスにおける選択肢のソーティングとハイライトの効果を検討す
ることにある。これまでの意思決定の研究においては、意思決定の状況依存的な側面に焦点が当てられ、情報の
提示様式の影響については十分な検討は行われてこなかった。特に、近年のeコマースや製品カタログにおいて
は、重要属性に基づくソーティングやハイライトが頻繁に用いられているが、その効果に関する定量的な分析は
これまでにほとんど行われていない。多属性意思決定におけるハイライトの効果を検討する本研究の成果は、意
思決定研究に関する学術的研究と、消費者支援に関するマーケティング実務においての貢献が期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
 今日の情報環境下においては、多種多様な選択肢が溢れ、さらにインターネットをはじめとし
た様々なソースから製品やサービスに関する情報を容易に入手できるようになった。このよう
な環境下においては、いかにして消費者個人のニーズにあった選択肢を絞り込み、提示するかと
いう問題は、消費者の意思決定支援において重要な課題と位置づけられる。e コマースにおいて
は、ワード検索やカテゴリー検索に加えて、“発売日が新しい順”や“レビューの評価順”のように
検索結果の「ソーティング (並び替え) 」の機能が取り入れられている。また、製品比較サイト
や製品カタログにおいては、選択肢情報の提示を提示する際にハイライトを使用し、特定の選択
肢や属性に注意を向けやすくするような提示方法が用いられることがある。 
 これまでの意思決定研究においては、意思決定の状況依存的側面が強調され、情報の提示様式
が意思決定に与える影響については十分な研究が行われてこなかった。これまでの Morii et al. 
(2017) および Ideno et al. (2020) の研究において、(1) 数値や文字よりも図的表現を用いて選択
肢情報を提示した場合に意思決定にかかる時間が短くなること、(2) 同じ選択肢情報であっても
選択肢と属性の行列を反転させることにより意思決定プロセスが変化すること、を示した。従来
のシミュレーション研究においては、選択肢情報の配置や提示方法については考慮されてこな
かったが、これらの要因が消費者の意思決定に影響を与えることが示された。 
 選択肢情報の提示様式に関する研究は 2 選択肢の単純な意思決定場面等に限定されており、
複雑な多肢多属性の意思決定場面における検討は十分に行われていない。また、近年の e コマー
スや製品カタログで用いられている重要属性に基づくソーティングやハイライトの効果に関す
る定量的な分析はこれまでにほとんど行われておらず、本研究の成果は、意思決定研究に関する
学術的研究と、消費者支援に関するマーケティング実務においての貢献が期待できる。 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、消費者の多属性意思決定プロセスにおける選択肢のソーティングとハイラ
イトの効果を検討することにある。そのための方法として、意思決定課題における眼球運動デー
タの分析、コンジョイント分析、意思決定態度に関する質問紙調査を行った。これらの分析結果
を統合にすることにより、ソーティングやハイライトの視覚的誘導効果の分析、意思決定方略に
及ぼす影響、そして、それらと実験参加者個人の意思決定態度との関連性を明らかにすることを
目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
 
(1) 意思決定態度と意思決定プロセスの関連の分析 
Ideno et al. (2020) にて行ったデジタルカメラの購買を想定した多属性意思決定の実験に関して、
実験後に行った質問紙データから実験参加者個人の意思決定態度について分析を行い、意思決
定プロセスとの関連を検討した。質問紙では、意思決定態度を把握するため、意思決定尺度 (井
出野他, 2012) および日本語版後悔・追求者尺度 (磯部他, 2008) を使用した。 
 
(2) ハイライトの付与による意思決定への影響 
 デジタルカメラの購買を想定した多属性意思決定課題を作成し、一般人 21 名を対象に実験を
行った。実験では、Ideno et al. (2020) の数値条件で使用された 5 選択肢☓5 属性で表される多属
性表において、2 水準で表される各属性において、優れた属性値のセルに黄色のハイライトを付
した。意思決定課題中の眼球運動パターンを、眼球運動測定装置を用いて測定し、意思決定にか
かった時間や注視のシフトの方向等に関して分析を行い、意思決定方略の同定に加え、ハイライ
ト付与の影響について分析を行った。 
 
(3) 多属性意思決定課題の 3 水準への拡張 
 (2)およびこれまでの研究においては属性値の値を 2 水準に限定していたが、より一般的な意
思決定場面を想定し、属性値を 3 水準に拡張し、多属性表におけるハイライトの有無の影響につ
いて検討を行った。一般人 44 名が実験に参加し、ハイライトあり条件となし条件にランダムに
割り当てた。実験では 3 水準のうち、最も優れた属性値のセルにピンク色のハイライトを付与し
た。ハイライトを付与するセルの数を操作し、全 25 セルのうちハイライトを付与したセルの数
が 6,8,10 とした刺激パターンをそれぞれ 10 表ずつ作成し、30 試行の意思決定課題を実施した。
(2)と同様に意思決定中の眼球運動パターンを測定し、意思決定プロセスの分析を行った。 
 



 
４．研究成果 
 
(1) 意思決定態度と意思決定プロセスの関連の分析 
 満足化因子得点と選択一致数の間には負の相関がみられた。満足化得点の高い被験者は、選択
一致数が低い傾向がみられ、期待効用に縛られず、一貫した選択をしないことが示された。この
傾向は、選択肢情報の提示様式によらず、図的表現、数値表現、文字表現かいずれの提示様式に
おいてもみられた。一方、意思決定態度と意思決定時間、注視回数、視線の変移性等の選択一致
数以外の行動データとの間に有意な関係はみられなかったことから、意思決定態度は選択の結
果に影響を及ぼすものの、選択肢情報の探索過程には影響を与えないことが示された。これらの
結果から、消費者個人の意思決定態度と、多属性意思決定場面において情報提示様式の 2 つの要
因は、交互作用を持って意思決定に影響を及ぼすのではなく、それぞれ独立して意思決定に影響
を与えることが示唆された。意思決定支援の観点からは、消費者の知覚特性に合わせた情報提示
を行うことと同時に、意思決定プロセスから意思決定方略を同定するなど、個人特性を把握する
ことが重要であると考えられる。本成果は森井他 (2022) にて発表を行った。 
 
(2) ハイライトの付与による意思決定への影響 
 ハイライトの使用によって、ハイライトがない場合よりも意思決定時間が短くなる傾向性が
みられた。この結果から、ハイライトにより意思決定支援に繋がる可能性を示された。また、眼
球運動データの分析から、選択肢間の優越構造の有無に関わらず、試行の前半では横方向の属性
ベースの注視のシフトが多い傾向があり、試行の後半では横方向のシフト割合が減少し縦方向
と横方向の注視のシフト回数が同程度であった。これらの結果から、前半と後半とで眼球運動パ
ターンが変化する 2 段階型の意思決定方略が用いられていることが示された。本成果は、2024
年度の国際学会および Proceedings にて発表を行う (Morii et al., in press)。 
 
(3) 多属性意思決定課題の 3 水準への拡張 
 ハイライトがない場合よりもある場合に、意思決定にかかる時間が短くなると仮説を立てた
が、ハイライトの有無により意思決定にかかる時間に有意差はみられなかった。また、選択一致
数にも特に差がみられず、ハイライトの付与が意思決定の支援に繋がる十分な証拠を得ること
ができなかった。眼球運動データの分析から、ハイライトあり条件では、注視のシフトが縦横で
はなく斜め方向に増加している傾向がみられ、ハイライトされたセルへの注視回数が有意に増
加していることがわかった。この結果から、必要以上にハイライトのセルへ視線が向けられ、そ
のことがかえって意思決定を阻害してしまった可能性があると考えられる。 
 
 研究機関全体を通じて、多属性表にハイライトを使用することが意思決定支援に繋がる可能
性があることが示された。一方で、その効果の限定性も示唆された。個人の意思決定態度が意思
決定プロセスに与える影響も示されており、今後は優越構造の有無や意思決定態度の影響を考
慮した上で、意思決定支援の方法について検討を行う必要がある。 
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